




第一回の班会議では,チック症候群の臨床的研究,終夜睡眠ポリグラフのpreliminary な結

果について述べ,チックの病態には,中枢ドパミン(DA)系刺激伝達物質の亢進状態があり,

その発現にかかわる神経系は身体的局在を有しており,原因には,遺伝性因子,発達および

性に規定された個体側の要因,ならびにいまだ解明されていない多因子の関与が考えられ

ることを報告した。 

本年度は,終夜睡眠ポリグラフの検索の数を増し,不随意運動の一種としてのチックの病態

の検討を行った結果を報告する。 


